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第２回 十勝川千代田分流堰魚道検討委員会（要旨） 

○小 嶋 ： 我々業界としては、基本的に十勝川の環境を守り、サケの恒久的な資源の維持 

管理が最大課題である。また、5 月の稚魚放流期、9 月の遡上時期に新水路等 

へのサケの迷入や上流の公園化構想による水質汚濁等について対策を望む。 

○鈴 木 ： 道内における 3 タイプの魚道（バーチカルスロット、アイスハーバー、改良階

段式）での遡上効果は？。 

○事務局 ： 花園頭首工の事後調査ではウグイとサケ、最上川のさみだれ大堰では底生魚の 

カマキリとモクズガニ等の遡上が確認されている。 

○藤 本 ： 魚道の横に遡上が観察出来る窓を設けることは可能か。 

○事務局 ： 十勝川の水質は窒素、リンの値が高く、きれいに見えるかどうかわからない面 

もあるが、技術的には検討可能。 

○藤 巻 ： 魚道に入る手前の川底の状態は関係ないのか。 

○事務局 ： 堰横魚道から一定の水を流し、新水路内は護岸を行わないので、自然の状態 

に近い川になり、色々な魚がのぼれると考えている。 

○太 田 ： 新水路や魚道で生物が上流まであがれ、繋がることがまず大事である。次にそ 

れを観察出来て、子供たちがカヌーや水遊びが出来ることが大事だ。その可能 

性や自然の力を借りた魚道内の浄化について検討してほしい。 

○事務局 ： カヌーの利用については、エコロジーパーク等の利用に関する委員会で合意形 

成がなされれば、対応したい。また、呑口を現在の河床より 2m 位高く設定する 

ので、土砂が多量に直接入ることはないが、濁水は入ると思う。フラッシュ効 

果については、今後検討する。 

○井 上 ： 堰を操作した時、本川と新水路に流れる水の配分は決まっているのか。 

○事務局 ： 堰上流地点の流量が 400 m3/s になったらゲートを開け始め、それ以上になる

と入ってくる量に応じてゲート操作することになる。 

○井 上 ： 改良型階段式の場合は中、大型魚ならのぼると思うが、小型魚が遡上している 

調査結果が無い。その点は大丈夫なのか。 

○事務局 ： 大河津分水洗堰での過去 2 回の事後調査ではイトヨ等は確認されていない。5

月下旬の調査では、イトヨの遡上時期は逃していると考えられる。 

○井 上 ： 大河津分水洗堰のイメージがわからないので、ビデオで撮影してほしい。 

○眞 山 ：  目保呂ダムではハゼのような小魚を対象と思うが、事後調査等の情報はあるか。 

○事務局 ： 潜水目視観察でハゼやヨシノボリが確認されている。詳細は長崎県に聞いてみ

たい。 

○眞 山 ： 水理条件の資料がない状態で、改良階段式を選定するのはやや問題がある。 

○井 上 ： 各タイプの魚道での水理条件と魚の行動をあわせて考える必要がある。 

○藤 田 ： タイプが決まったら、実際に流速分布などを測定するのか。 

○事務局 ： 仮に改良階段式が良いとなれば、ある程度の諸元までは次回の委員会で示すこ

とが出来るが、流況等については模型実験等での確認が必要と考える。 

○藤 田 ： 切り欠きの深い部分と上の方の流速分布は違い、その辺りが小さい魚はのぼれ

るかの境目になると思う。 



 

 

○鈴 木 ： 本川と新水路の合流点付近の流速が毎秒 1 ㎝であれば、水が停滞するため、水

温が上昇し水が腐ったりヘドロ化しないか。 

〇事務局 ： 今の計画では、1.0m3/s の流れで 1 ㎝/S の流速の時期は 9～12 月で、問題とな 

る夏は 0.4～2.6m3/s 位の水量が流れ、それほど富栄養化しないと考えている。 

○藤 田 ： バック区間の水深はどの程度か。 

○事務局 ： 新水路と本川の合流点付近で生起確率 50％の時で 60 ㎝位になる。 

○藤 田 ： 水温、水質の問題を詰めることは出来るのか。 

○事務局 ： そのような状況が見られる近傍の沼等があれば、参考にはなると考えている。 

○鈴 木 ： 北海道の場合、エゾホトケは水温が 25℃以上、ザリガニの仲間等でも 20℃以上

の水温が長期間続くと死ぬ可能性は高くなると思う。 

○井 上 ： 大体 1 日の水温の変化が 5～6℃、多い時で 7～8℃位あり、定期的にフラッシュ

出来ないか。 

○事務局 ： 年間では 4 回位で、夏水は 9 月にフラッシュ出来ることが考えられる。 

○太 田 ： 伏流水が出ていれば違うが、夏場、木が無いところでは水温が上がり、魚は死

んでしまうので、ネットを張るなど日陰を作る配慮を検討して欲しい。 

○事務局 ： 高水敷魚道では木などを植え、堰横にはネット等を張ることは可能であるが、

新水路自体については難しいと考える。 

○藤 本 ： サケの小型化は、人工ふ化の影響ではないのか。また、堰堤より上流に遡上さ

せて、人工産卵させることは可能か。 

○太 田 ： 漁業者としては将来、人工産卵だけを考えているのか。 

 

○鈴 木 ： 魚道には距離の問題と水の流れがあり、階段方式に最初たくさんの水を入れ 

ると入り口が狭いのでオーバーフローするが、万遍なく水は流れるのか。 

○事務局 ： 堰横の魚道で延長約 100m、1/20 の勾配で考えており、勾配と隔壁の高さにより 

可能だと考えている。 

○藤 田 ： 具体的に改良型の隔壁の間隔や勾配など、併せてこのタイプの実績も調べるこ

と。また、下流域の水質の問題も検討のこと。 

○藤 田 ： 9 月の出水時に新水路が完成していたらどのようになっていたか。 

○事務局 ： 今回の出水規模程度では、中島に水が浸くか浸かないかという状況になると考

えられる。サケはある程度新水路に遡上したものと考えられる。 

○眞 山 ： 人工ふ化放流でサケが小型化したというのは誤解である。北太平洋において密

度従属により成長抑制が起きたことが原因と世界的に認識されている。 

○鈴 木 ： 十勝の場合、湧水のある場所や上流の水路により、資源は保護されている。小

さな川でも残していくなど、上流域を含めた環境保全が重要な点である。 

○藤 巻 ： 海の栄養分を山に返すという、エネルギーの循環を考えれば、全て堰堤でサケ

を捕るのではなく、少しは上げなければならない。 

○太 田 ： 種を守るためには上流に上げることも、今十勝川でも考えておく必要がある。 

○眞 山 ： 支川ごとに漁業資源をつくる川、釣りの川、全く手を加えない遺伝子を保存す

る川など、最低支流位に分けた管理が将来的は必要である。 

―以上― 
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１．千代田魚道検討スケジュール（案） 
 

 

 

 

 H13. 9.17  対象魚種、魚道配置基本計画　提案

　→　おおむね了承　

H13.12.10 堰横魚道タイプ（改良階段式）提案　 

　→　継続審議

H14. 2.14  改良階段式魚道現地視察

 H14. 3.11 堰横、高水敷魚道基本諸元   提案　

 

（H14. 9頃まで）

H14. 6  高水敷魚道構造等　提案

H14. 9  堰横・高水敷魚道構造等とりまとめ

　 H14. 10　　

　　　 　

H15～　　 魚道設置工事(堰横・高水敷） 

 

目標：堰横魚道タイプ決定

第５回千代田魚道検討委員会

第３回千代田魚道検討委員会

魚道詳細設計(堰横・高水敷）

魚道水理模型実験開始

第４回千代田魚道検討委員会

信濃川大河津分水魚道視察

H14. 5　　

第１回千代田魚道検討委員会

第２回千代田魚道検討委員会
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２．洪水時のゲート操作、新水路状況 
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＜分流堰ゲート操作時の流下状況＞（模型実験結果による） 

 模型縮尺 1/20 スケール  ゲート扉高 3.91m 流量：9,300m3/s（計画高水） 

 

開度 30° 

（操作開始） 

 

 

 

 

 

 

 

開度 50° 

 

 

 

 

 

 

 

 

開度 70° 

 

 

 

 

 

 

 

 

開度 90° 

（全 開） 
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３．対象魚種の再整理 
 
(1)魚道の対象魚種 
 
①十勝川中下流部の生息魚類(既往文献) 
 

   区   分                       魚      種 
 純淡水魚 (13 種)  スナヤツメ 

 シナイモツゴ 
 フクドジョウ 
 フナ類 

 オショロコマ 
 モツゴ 
 キタノトミヨ 

 エゾウグイ 
 コイ 
 ジュズカケハゼ 

 ヤチウグイ 
 ドジョウ 
 ハナカジカ 

 遡河回遊魚(14 種)  カワヤツメ 
 サケ 
 アメマス 
 ウグイ 

 キュウリウオ 
 カラフトマス 
 イトウ 
 イトヨ 

 シシャモ 
 サクラマス 
 ギンザケ 

 ワカサギ 
 ニジマス 
 シラウオ 

 両側回遊魚( 3 種)  ヨシノボリ類  ヌマチチブ  シマウキゴリ  
 汽水魚  ( 1 種)  ヌマガレイ    
 その他  ( 3 種)  カワヤツメ 

    の１種 
 ウグイの１種  イトヨの１種  

 計     (34 種)  
                  ：下記②の H12 年度調査で千代田堰堤周辺で捕獲された種 
    太字・ゴシック：下記③の対象魚 
 
②千代田地区における生息魚類(Ｈ１２年度調査) 
 調査結果は以下であり、魚道を遡上している魚種は、中型～大型の遊泳魚で、小型魚及び底生魚は

魚道を遡上することが困難であると考えられる。 
 

Ｈ１２年調査確認魚数        魚    種 
堰下流 魚道内 堰上流 

    備    考 

 ヤツメウナギ科  スナヤツメ    11   
 サケ(稚魚)    86    46 
 サケ(親魚)    21   237  
 カラフトマス     1   
 ニジマス     1     2    2 

 サケ科 

 アメマス      3  
 ウグイ   420   390   45 
 エゾウグイ    37    43    2 

 コイ科 

 ウグイ属   841     1   41 
 フクドジョウ     23  ドジョウ科 

 トゲウオ科  イトヨ     4   
 カジカ科  ハナカジカ     6   
 ハゼ科  ジュズカケハゼ     18      3 

 調査日 
  ・H12.6.29～30 
  ・H12.8.23～24 
  ・H12.11.7～8 

 

 
③対象魚種 
 魚道対象魚は、遡河・両側の回遊魚を中心とし、さらに移動性の高い純淡水魚を含め多様な魚種上
述３４魚種の内、千代田地区まで遡上すると考えられる次の１１魚種とする。 
 

 ・準淡水魚 (１種)：エゾウグイ 
 ・遡河回遊魚(９種)：カワヤツメ、ワカサギ＊１、サケ、カラフトマス、 
           サクラマス、ニジマス、アメマス、ウグイ、イトヨ 
 ・両側回遊魚(１種）：ヨシノボリ類 

 

   (注)ワカサギ
*1
は、千代田地区における今後の生息調査結果を踏まえて設定する。 
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               表３-１ 魚道対象魚の遡上・降下・産卵期一覧表 
 魚  種  １ 

月 

２ 
月 

３ 
月

４ 
月

５ 
月

６ 
月

７ 
月

８ 
月

９ 
月

10 
月

11 
月 

12 
月 

遊泳特性 出典

遡上期             

降下期             

カワヤツメ 
 

産卵期             

底生魚   １ 

遡上期              １ 

降下期              １ 

ワカサギ 
 

産卵期             

遊泳魚 
(小型) 

 ２ 

遡上期             

降下期             

サケ 
 

産卵期             

遊泳魚 
(大型) 

 １ 

遡上期             

降下期             

カラフト 
    マス 

産卵期             

遊泳魚 
(大型) 

 １ 

遡上期             

降下期             

サクラマス 
 

産卵期             

遊泳魚 
(大型) 

 １ 

遡上期             

降下期             

ニジマス 
 

産卵期             

遊泳魚 
(中型) 

 ３ 

遡上期             

降下期             

アメマス 
 

産卵期             

遊泳魚 
(中型) 

 １ 

遡上期              １ 

降下期              ４ 

ウグイ 
 

産卵期             

遊泳魚 
(中型) 

 １ 

遡上期             

降下期             

 
 
 
遡 
河 
回

遊

魚 

イトヨ 
 

産卵期             

遊泳魚 
(小型) 

 ２ 
   

遡上期             

降下期             

両側回

遊魚 

ヨシノボリ 
        類 

産卵期             

底生魚  １ 

遡上期              ４ 

降下期              

純淡水

魚 

エゾウグイ 

産卵期             

遊泳魚 
(中型) 

 １ 

 
千代田堰堤におけるサケ

捕獲実施時期 

            9 月～12 月頃 

 
千代田地区の結氷期             1 月～ 3 月頃 

        出典１：正常流量検討における魚類からみた必要流量について H11.12 河川における魚類生態検討会 
        出典１：正常流量検討における魚類からみた必要流量について H11.12 河川における魚類生態検討会 
        出典２：最新 魚道の設計－魚道と関連施設－ （財）ダム水源地環境整備センター編 
        出典３：日本の淡水魚 山と渓谷社 
    出典４：美利河ダム魚道検討委員会報告書(H11.8) 
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(2)魚道の配置 
①考え方 
 

新水路魚道の配慮事項  

    ・サケ捕獲事業に影響を及ぼさない。 

 
魚道整備の方向  

  ・サケ捕獲時期(９月～１２月)には新水路魚道にサケを迷入させない。 
  ・サケ捕獲時期以外は、新水路魚道に多種の魚を遡上させる。 

 
魚道配置方針  

・魚道配置は、次の「堰横魚道＋高水敷魚道」とする。 

   [堰横魚道＋高水敷魚道]              特     徴 

       高水敷魚道 堰横魚道 新水路分流堰 

       
     

         
         

  遡上魚  遡上魚   ←新水路      
           
   

       
       

    
            

      ←現水路      
                   

   

                魚 道 ( 既 設 ) 
千代田堰堤(現堰)       

・堰横と高水敷に２系統の魚道を配 置

する。 
・サケ遡上期以外は堰横魚道をメイ ン

に利用し多魚種を遡上させる。 
・一方、サケ遡上期には高水敷魚道 を

利用し、魚道入口部にスクリー ンを設

けサケ迷入を防止する 
・以上の２系統の魚道を期別に利用 す

ることで、サケ捕獲時期は迷入 防止を

図り、サケ捕獲時期以外に 
 は多魚種の遡上を図る。 

  

 

 
②運用方針 
 新水路魚道(堰横魚道+高水敷魚道)の基本的な運用は次に示すとおりとする。 
 

        １ 
月 

２ 
月

３ 
月

４ 
月

５ 
月

６ 
月

７ 
月

８ 
月

９ 
月 

10 
月 

11 
月 

12 
月 

サケの捕獲期             

堰横魚道     通水(1～8 月) 
                        通水せず(9～12 月) 

新水路 
魚 道 

高水敷魚道               通水(1～12 月) 
                          サケ迷入防止スクリーン設置 

既設魚道(現千代田堰堤)               通水(１～12 月) 
                           サケの捕獲 
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(3)各魚道の対象魚種 
 
  堰横魚道及び高水敷魚道で対象とする魚類は次のとおりとする。 
  ワカサギおよびイトヨは遊泳力が小さい小型魚で、流速の緩い沿岸部を遡上することが 
 想定されるために、河床勾配が緩やかな多自然型魚道として整備する高水敷魚道(魚道入り 
口は新水路合流後の本川右岸側)を利用させる。 

 
表３-２対象魚種の特性と各魚道の利用 
特     性 新水路魚道での利用対象 

  対象魚種 
 生 活 型 遊泳特性・ｻｲｽﾞ 

既設魚道 
での捕獲 
(H12 調査) 

堰横魚道 
(1～8 月に通水) 

高水敷魚道 
(1～12 月に通水) 

 カワヤツメ  遡河回遊魚  底生魚 × ○ ○ 

 (ワカサギ)      〃  遊泳魚(遊泳力：小) 
 小型魚 × ○ ○ 

 サケ      〃  遊泳魚(遊泳力：大) 
 大型魚 ○ (サケ捕獲期(９～１２ 

月)は遡上させない) 
(サケ捕獲期(９～１２ 
月)は遡上させない) 

 カラフトマス      〃  遊泳魚(遊泳力：大) 
 大型魚 × ○ ○ 

 サクラマス      〃  遊泳魚(遊泳力：大) 
 大型魚 × ○ ○ 

 ニジマス      〃  遊泳魚(遊泳力：中) 
 中型魚 ○ ○ ○ 

 アメマス      〃  遊泳魚(遊泳力：中) 
 中型魚 ○ ○ ○ 

 ウグイ      〃  遊泳魚(遊泳力：中) 
 中型魚 ○ ○ ○ 

 イトヨ      〃  遊泳魚(遊泳力：小) 
 小型魚 × ○ ○ 

 ヨシノボリ類  両側回遊魚  底生魚 × ○  

 エゾウグイ  純淡水魚  遊泳魚(遊泳力：中) 
 中型魚 ○ ○ ○ 

     (注) ワカサギは、千代田地区における今後の生息調査結果を踏まえて設定する。 
 
 
 
     [魚道名称]      [魚類の遊泳特性]            [対 象 魚 種 名] 

遊泳魚(遊泳力：大) サケ 既設魚道利用状況 
  〃  (遊泳力：中) ニジマス、アメマス、ウグイ、エゾウグイ 

 
遊泳魚(遊泳力：大) サケ、カラフトマス、サクラマス 

〃 (遊泳力：中) ニジマス、アメマス、ウグイ、エゾウグイ 
  〃 (遊泳力：小) (ワカサギ)、イトヨ 堰 横 魚 道 
底生魚 カワヤツメ、ヨシノボリ類 

 
遊泳魚(遊泳力：大) サケ、カラフトマス、サクラマス 
  〃  (遊泳力：中) ニジマス、アメマス、ウグイ、エゾウグイ 
  〃  (遊泳力：小) (ワカサギ)、イトヨ 高 水 敷 魚 道 
底生魚 カワヤツメ、ヨシノボリ類 
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４．堰横魚道タイプ案 
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4.2 堰横魚道タイプと水理特性 

 

 堰横魚道として考えられる「改良階段式(緩傾斜隔壁型)」、「アイスハーバ式」及び「バーチ

カルスロット式」の各タイプの水理特性を求めると次ページ以降となる。 

 

 各タイプの越流水深及び流速を最小流量～豊水流量時について求め比較すると次ページの図

４-１となる。 

                                                                                 

・改良階段式魚道は最小流量時には切欠き部だけからの越流となる。 

 平水時及び豊水時には越流部からも水が流れる。 

 流速は切欠き部で0.56～1.29m/s、越流部で0.85～1.01m/s程度である。 

・アイスハーバー式魚道は最小流量時には潜孔部(0.2m×0.2m)だけからの流下とな 

 り、魚道内にプールは形成されない。 

 平水時及び豊水時には越流部からも水が流れる。 

 流速は潜孔部で1.07～1.50m/s、越流部で1.00～1.26m/s程度である。 

・バーチカルスロット式魚道は最小流量時には水深が0.04mと微小である。 

 平水時及び豊水時には水深が0.75m～1.25mとなる。 

 流速はスロット部で1.98m/s程度である。 
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図４-１ 各魚道タイプの堰上流水位とプール内流速の関係 
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呼水水路 流量合計
越流水深 流速　 流量 越流水深 流速 流量 流量

h V Q ｈ Ｖ Ｑ Ｑ ΣＱ
(EL.m) (m) (m/s) (m3/s) (m) (m/s) (m3/s) (m3/s) (m3/s)

最小流量時
[100%相当] 18.8 0.11 0.56 0.03 - - - 0.27 0.30

平水流量時
[50%相当] 19.2 0.44 1.14 0.25 0.24 0.85 0.31 1.16 1.71

豊水流量時
[25%相当] 19.4 0.58 1.29 0.37 0.38 1.01 0.57 1.60 2.56

Ｑ＝Ｃ・Ｂ・ｈ
3/2

　　Ｃ＝１．７００

Ｖ＝Ｑ／Ａ

越流部
改良階段式魚道プール部　水理諸元

湛水位水位 切欠き部

 
 
 

豊水流量時水位

最小流量時水位

豊水流量時水位

平水流量時水位

最小流量時水位

平水流量時水位

流れ

 
 

図４-２ 改良階段式魚道(緩傾斜隔壁型) 
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呼水水路 流量合計
越流水深 流速　 流量 水位差 流速 流量 流量

h V Q Δｈ Ｖ Ｑ Ｑ ΣＱ
(EL.m) (m) (m/s) (m3/s) (m) (m/s) (m3/s) (m3/s) (m3/s)

最小流量時 開水路状態

[100%相当] 18.8 － － － [0.07] 1.07 0.03 0.27 0.30
平水流量時

[50%相当] 19.2 0.36 1.00 0.43 0.20 1.50 0.12 1.16 1.71
豊水流量時

[25%相当] 19.4 0.55 1.26 0.83 0.20 1.50 0.12 1.60 2.56

越流部(１箇所当り) ： Ｑ＝Ｃ・Ｂ・ｈ
3/2

　　Ｃ＝１．７００

　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝Ｑ／Ａ

潜孔部(１箇所当り) ： Ｑ＝Ｃ・Ａ・(２・ｇ・Δｈ)
1/2

  　Ｃ＝０．７５
　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝Ｑ／Ａ

越流部(２箇所) 潜孔(２箇所)湛水位水位
アイスハーバ式魚道プール部　水理諸元

 
 
 

流れ

豊水流量時水位

最小流量時水位

豊水流量時水位

最小流量時水位

平水流量時水位

平水流量時水位

 

図４-３ アイスハーバ式魚道 
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呼水水路 流量合計
水深 水位差 流速　 流量 流量

h Δｈ V Q Ｑ ΣＱ
(EL.m) (m) (m) (m/s) (m3/s) (m3/s) (m3/s)

最小流量時
[100%相当] 18.8 0.04 0.20 1.98 0.03 0.27 0.30

平水流量時
[50%相当] 19.2 0.75 0.20 1.98 0.55 1.16 1.71

豊水流量時
[25%相当] 19.4 1.29 0.20 1.98 0.96 1.60 2.56

スロット部 ： Ｑ＝Ｃ・Ｂ・h・(2g・Δｈ)
1/2

　　Ｃ＝０．７５

　　　　　　　　Ｖ＝(2g・Δｈ)
1/2

バーチカルスロット式魚道プール部　水理諸元
湛水位水位 スロット部(１箇所)

 
 
 

最小流量時水位

平水流量時水位

豊水流量時水位

最小流量時水位

流れ
平水流量時水位

豊水流量時水位

 

 

図４-４ バーチカルスロット式魚道 

流速 Ｖ＝1.2m/s 相当とするため 

には△ ｈ＝0.07m となる。 

→プール長 4m で勾配 1/60 



24 

[参考-1] 魚道内流速について 
 

 魚種と遊泳力との関係については以下のとおりである。 

 魚道の設計流速については、「魚道の流速 和田 H12」を踏まえ、いずれかの断面において４０～６０cm/s
程度の流れを有することを理想とし、増水時にも平均的な最大遊泳速度である１５０cm/s 以下と目安考と

する。 

魚の最大遊泳速度或は耐流速限界 

魚   種  体  長 

   (cm) 

最大遊泳速度或は耐流速限界 

                        （cm/s)
     摘   要 

ニジマス    15         160  魚道対象魚 
ウグイ    15         160   魚道対象魚 

アユ(稚)  5.5～10.0    100～150  

シロサケ    68         503   魚道対象魚    

  7～10          60 
 10～15          90 
 15～30         150 

ウナギ 

     

      

 [出典:魚のすみよい川への設計指針(案) 昭和 62 年 3 月 全国内水面漁業協同連合会] 

 

魚種と遊泳力   [出典：小山 1981～1983] 
魚   種  体  長 

   (cm) 

  突進速度 

   （cm/s） 

  巡航速度 

   (cm/s) 
     摘   要 

 0.5～0.6      3～7      ―  

  4～5     50～70     5～10  

  5～9    100～120    40～60  

ア   ユ 

 25～35    180～230      ―  

ニジマス  15～40    170～200    40～100  魚道対象魚 

サクラマス    10       ―   (40～50)      〃 

イワナ    10       ―     (20)      〃 

シロサケ    65      500      ―      〃 

ウグイ   7～10      100      ―      〃 

オイカワ  7.5～9.5      100      ―  

 シラス       ―      40  

  7～15     60～90      ―  

ウナギ 

 15～30     90～150      ―  

 (注)カッコ内数字は定位遊泳の時の流速である。 
   突進速度：ごく短時間だけ維持できる遊泳速度 
   巡航速度：長時間遊泳を維持できる最大の速度 
 [出典:魚のすみよい川への設計指針(案) 昭和 62 年 3 月 全国内水面漁業協同連合会] 

 

 ■体長と遊泳速度との関係   

 １０種の淡水魚及び６種の海産魚について、体長と突進速度並びに耐久速度の関係を

調べ、多くの魚類では 突進速度は１０ＢＬ(cm/s)前後でサケ科やサバ科の魚種は１０

ＢＬ(cm./s)を越える値をとり、耐久速度では２～３ＢＬ(cm/s)であるが、ニシンやサケ

科の魚類では３～４ＢＬ(cm/s)になることを示した。 

 [出典:魚のすみよい川への設計指針(案) 昭和 62 年 3 月 全国内水面漁業協同連合会] 

 

 ■魚道の流速   

 魚道の流速は魚種によって選好流速・突進力とその持続時間が違います。このため、

魚道構造にもよりますが、一概に決めることは難しいことです。 

 私はアユ・サツキマス・ウグイ・カジカ・ヌマチチブ・カワヨシノボリ等の魚類を供

試して実験をしてみましたが、アユの選好流速といわれる０．４～０．６ｍ／秒(隔壁

直上)流速であればほとんど問題はなく、多魚種利用可能な魚道流速であると 思ってい

ます。 

  [出典:人と魚の知恵くらべ 和田吉弘 平成 12 年 1 月 岐阜新聞社] 
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５．高水敷魚道の基本諸元 
 
5.1 基本諸元 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                 

平面計画 ・蛇行を有する平面形とし、洪水時、冬季及び捕食からの待避プールを中 
  ～下流区間に２箇所設置する。 
 ・水衝部の浸食箇所は、運用後、適宜、礫を配置してその拡大を防止する 
  

縦断計画 ・勾配は1/500を基本とするが、上流区間は周辺高水敷における空間利用 
  及び環境学習に配慮し、切深を押さえるために1/1,000の緩勾配とする。 
 ・適宜、礫(φ２００～３００程度)を横断的に 配置し、瀬・淵、緩流・ 
  急流部の形成を図る。 
  

横断計画 ・１：２を基本とする。 
 ・上流区間は利用面でのアクセス性を配慮し１：５程度とする。 
  また、安全性に配慮し、水深は４０cm以下とする。 
 ・鳥類等からの捕食、水温上昇の防止、日陰の形成のを図るために低木、 
  草本、水生植生の生育を期待する。 
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高水敷魚道諸元及び構成一覧表 

 

項   目 

 

高 水 敷 魚 道 

 

構  造 

 

素堀                        
 

延  長 

 

３，１９３m                                
 

勾  配 

 

・１／１０００(上流区間   L=1150m) 

・１／５００(中～下流区間 L=1936m) 

・１／５０(最下流区間     L=  94m)   
 

断面形状 

 

・上流区間  ：台形断面(幅4m、法勾配1:5.0) 
・中～下流区間：台形断面(幅2m、法勾配1:2.0) 

 

流  量 

 

・0.03～0.96m3/s                          
 

水  深 

 

・上流区間   ： 0.11～0.35m 

・中～下流区間 ：  0.14～0.44m 

・最下流区間    ： 0.07～0.23m                       

 

 

 

 

 

諸 

 

元 

 

一 

 

覧 

 

流  速 
 

 

・上流区間   ： 0.19～0.38m/s 
・中～下流区間 ：  0.31～0.60m/s 
・最下流区間    ： 0.65～1.32m/s                     

 

 

流入水路 
 

 

・対象水位はEL.18.8(最低水位)～19.4ｍ(豊水位)。 

・流入水路は、分流堰の湛水池から流水を分流施設へ導くコンクリート水路とす  
る。幅は2.0ｍ。 

 

        
流 入 部 

 

・堰上流水位に関わらず分流量をなるべく一定量にするため、オリフ ィス式と   
する。 

・オリフィス孔の流速は1.3m/s以下を目安とする。 

 

流 出 部 

 

・分流施設の一部を切欠いた越流堰方式する。 

・越流頂標高と魚道水路との間に若干の段差を設けて越流状態を確保する。 

 

 

一般部 

 
上流区間 

                         

 

▽ 

4.0m 

h=0.11～0.35m 

1：5.01：5.0

 
中～下流区間               

                            

 

▽ 

2.0m 

h=0.14～0.44m 

1：2.01：2.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚 

 
 
道 

 

 

構 

 

 

成 

 

出口部 

 

千代田新水路と本川の合流点42k00地点とする。 
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5.2 待避プール 
 
 対象魚類の生態からみると、結氷期(１月～３月)に千代田地区を遡上する必要性の高い魚類はいない

と考えられる。また、高水敷魚道には周辺の地下水が湧水として浸出することが想定され、魚道内の

水域が全面的に凍結することもないと考えられる。 
 しかしながら、高水敷魚道は延長約３ｋｍと長区間におよぶために、この魚道内に進入した魚類の

休息・緊急避難・越冬の場所として、待避プールを設置する。 
 待避プールは、十勝川における結氷深(分流堰ゲート設計では６０ｃｍを採用予定)を踏まえ、１ｍ～

２ｍ程度の水深を有するものとするが、魚類の遡上行動を停滞させないように最小限(１～２箇所)の設

置とする。 
 また、待避プールでは、夏期において想定される河川敷利用者の安全を考え、次の配慮 
を行う。 

 ・水深が急に深くならないよう緩やかな傾斜をつける 
 ・危険を明記する看板を立てる 
 ・親水利水区域から離して設置する 等 

                     
 ■待避プール整備イメージ図  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

1～2ｍ程度 

 ３０ｍ程度 
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5.3 魚道内の水質 

 
 湖沼や水路等、閉鎖性の水域では、窒素やリンなどにより富栄養化が起きるとプランクトンや藻類が

大量に発生して水の華・アオコ等の現象を招く場合がある。 
 ここで、千代田堰堤周辺における現況の平均河床勾配(約1/1,200)に対し、高水敷魚道の計画河床勾配

(約1/500)は、やや急な状況にある。 
 このように、高水敷魚道は現況で富栄養化現象が発生していない千代田地区周辺の十勝川本川の平均

河床勾配より急であること、さらに高水敷魚道の流速は0.31m/s(最小水位時) 
～0.60m/s(豊水位時)の範囲にある開放水域であることを考慮すれば、上記の栄養塩類が流入しても富栄

養化現象は起こりにくい状況であると想定される。 
                                                                                  
千代田堰堤周辺の十勝川  

  ・平均河床勾配        ：千代田堰堤上流の約５ｋｍ区間(43K～48K) 
                  の平均河床勾配で、約1/1,200 
 

高水敷魚道  

  ・計画河床勾配                ：  1/500 
  ・流速            ： 0.31m/s(最小水位時) 
                                  ： 0.60m/s(豊水位時) 

 
 
 
 また、高水敷魚道を多自然型とすることは次の点からも水質悪化の低減が期待される。 
 
  ・魚道両岸の植生により日照による水温上昇の低減。 
  ・魚道の水際植物の生育による栄養塩の吸収促進。 
  ・河床に礫を配置することにより微生物の分解能力を高め、 
   植物の吸収と併せて水質悪化の防止。 
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６．モニタリング計画 
 
(1)既往調査実施状況 
 千代田堰堤の上下流及び魚道内の３地点において、平成１２年度に捕獲調査を実施している。 
 

表６-１ 千代田地区の魚類調査状況(平成 12 年) 
項  目 内     容 

調査時期 
 ①平成 12 年 6 月 29 日～30 日 
 ②平成 12 年 8 月 23 日～24 日 
 ③平成 12 年 11 月 7 日～8 日 
 

地  点 方    法 
①堰堤下流 投網、タモ網、サデ網、電気ショッカー等 
②堰堤上流 〃 
③堰堤魚道内 捕獲用トラップ(3時間毎に 8回(24 時間)の捕獲調査)  

調査地点 
調査方法 

計測項目  捕 獲 魚：魚種、個体数、体長、体重 
 魚道環境：天候、気温、水温、水色、水面幅、水深、流速、流量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図６-１ 千代田地区周辺の魚類調査地点(平成 12 年) 
                                    (H12 年度千代田地区魚類調査 (社)北海道栽培漁業振興公社実施) 
 
 
 
 
 
 
 

 堰堤下流 

 堰堤上流 

千代田堰堤魚道 
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(2)今後の調査方針 

 

 設置する魚道が目的どおりの機能を果たしているか、また改善の余地があるか等を確認していくた

めには、工事中及び供用後において次の調査が必要と考えられる。 

 

表６-２ 主な調査項目と調査のポイント 

 

 主な調査項目 

 

         調査のポイント 

 

(1)調査時期 

 

・対象魚種の生活史に注目した調査。 

・春、夏、秋の年間３回程度  

 (春季調査ではワカサギ、イトヨの生息把握を行う) 

 

(2)調査継続 

 期間 

 

例えばサケの場合は１世代３年～５年であり、 複数世代が把握でき

る継続年数が必要。 

 

調査地点は次のとおり。 

   調査地点  工 事 中 完 成 後 

下流河川     ○    ○ 

新水路内 

新水路魚道(堰横魚道、高水敷魚道) 

    ― 

    ― 

  ○ 

   ○ 

既設千代田堰堤魚道     ○    ○ 

 

上流河川     ○    ○ 

 

(3)調査地点 

 

 

１ 

魚 

の 

生

息 

(4)その他 ①魚道流量・呼水流量と魚の遡上 

   →望ましい流量パターンの追求 

 

2.河床・河岸状況

 

①高水敷魚道の瀬、淵、植生の状況把握 

 

3.流路維持管理 

 

①堆砂状況、澪筋の状況等 
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７．多自然型魚道事例 
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